
 

 

 

 

□「シーニック・バイウェイ」とは 

    シーニック＝景色 

    バイウェイ＝わき道 

 「シーニック・バイウェイ」とは，自然，歴史，

文化，風景などをテーマとして，「訪れる人」と「迎

える地域」の豊かな交流による地域コミュニティの

再生を目指した，美しい道路空間づくりのために，

住民，利用者，ＮＰＯ，行政などが一体となって取

り組む運動です。 

１９８９年にアメリカで生まれ，日本でも３年前

から北海道で導入され，地域振興，観光振興に大い

に寄与しています。 

 

シーニック・バイウェイ活動イメージ 

 

 

シーニック・バイウェイ活動例 

 

□筑波山ベストビューコンテスト 

 茨城県では，つくばエクスプレスの開業などによ

り，これまで以上に筑波山が注目され，首都圏から

の観光客も増加していることなどから，地域の方々

に筑波山の眺めの良さ，景観の重要さを再認識して

もらおうと考え，筑波山を眺められるお気に入りの

「場所」と「みち」を募集する「筑波山ベストビュ

ーコンテスト」を実施しました。 

 

 昨年１１月１５日～１２月２５日の募集期間に，

５６３件，２９９名から，お気に入りの「場所」と

「みち」の応募をいただきました。 

 

５６３件の応募写真を掲載したポスター 

筑波山を思う 

「みんなでつくる美しいまち・みちづくり」 

（シーニック・バイウェイ） 



また，１月１０日～２月５日に実施した一般投票

では，１２２８件もの投票をいただき，その結果も

参考にしながら，「筑波山ベストビューコンテスト実

行委員会」において，ベストビューポイント８箇所，

ベストビュールート７路線，委員特別賞３箇所を選

定しました。 

 そのうち，最優秀に選ばれた「場所」と「みち」

は次のとおりです。 

 ○ベストビューポイント 

   母子島
は こ じ ま

遊水地（筑西市） 

 ○ベストビュールート 

   つくばりんりんロード（つくば市，桜川市，土浦市） 

 

□日本風景街道 

（シーニック・バイウェイ・ジャパン） 

 国土交通省では，平成１８年度より，シーニック・

バイウェイを全国的に推進するため，「日本風景街

道」プロジェクトを開始しました。プロジェクトの

推進にあたっては，「日本風景街道戦略会議」の仕組

み・制度の検討を行うと同時に，モデルルートの指

定を行い，ＮＰＯ等地域の活動主体が実施する活動

計画の策定や，沿道の修景活動等のボランティア活

動等の地域活動を支援することとされています。 

 

 

□筑波山周辺地域における取組み 

 「筑波山ベストビューコンテスト」の実施結果や，

国土交通省の「日本風景街道」プロジェクトを受け

て，茨城県では，筑波山への眺望をテーマに，筑波

山周辺地域で活動している団体の方々と協働で，シ

ーニック・バイウェイの取組みを開始することとな

りました。 

 この取組みにあたり，活動の母体となる「（仮称）

筑波山 美しいまち・みちづくりパートナーシップ代

表者会議」を設立し，「日本風景街道」モデルルート

への申請を行いました。これまでに準備会を開催し，

４月２３日（日），設立する予定です。 

 

「みちづくりパートナーシップ」設立準備会 

 

「（仮称）筑波山 美しいまち・みちづくり 

パートナーシップ代表者会議」の概要 

 ・活動地域：筑波山周辺７市域（つくば市，筑西市，

石岡市，桜川市，下妻市，土浦市，かすみがうら市） 

 ・目的：「筑波山及び周辺地域における良好な景観

を守り，育てる」ため，地域住民等が主体とな

って，相互に連携，協働しながら，地域の豊か

な歴史，文化等の資源を有効に活用した美しい

まちづくり，みちづくり活動を継続的に実践す

ることによって，地域の活性化に寄与する。 

 ・メンバー：筑波山周辺地域のみちづくり・まち

づくりを実践する活動団体代表者，企業，道路

管理者 等 

 

 現在，このプロジェクトには，約４０の活動団体

及び企業等に参画していただいており，今後は，地

域の活動団体の方々を中心に，具体的な活動内容に

ついて協議し，筑波山周辺の豊かな地域資源を活用

しながら，美しいまち・みちづくりを推進するため

の各種活動を実施してまいります。 

  

お問合せ先 

 茨城県土木部道路建設課 

 TEL029-301-4438 


